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日本共産党･山形県議会議員

県議会６月定例会が７月５日まで開かれました。

日本共産党の渡辺ゆり子県議は、肘折斜面崩落対策

工事費、給食の放射性検査費用などを含む補正予算

（下表参照）に賛成しました。しかし、補正予算に

最上小国川ダム建設事業が組み込まれ、渡辺県議は

知事に見解を手渡し、公表しました（裏面参照）。

また、委員会では「男女共同参画計画の推進」

「避難者借り上げ住宅の課題」「オスプレイの山形

県内訓練ルート」ついて質問しました（裏面参照）。

☆ 災害救助費

豪雪により亡くなられた遺族への弔慰金の支給

☆ 地域子育て創生事業費の補正

保育所・児童福祉施設の給食放射性検査の助成

☆ 災自然災害等の被害箇所対策

肘折地区斜面崩落に伴う応急対策など

☆ 建設災害復旧事業等調査費の補正

肘折地区の斜面崩壊対策・凍上災の調査、測量、設計

☆ 肘折温泉誘客の取組みに対する助成

肘折温泉誘客

2012年度6月補正予算から抜粋

5400万円

1900万円

3億4400万円

3億400万円

650万円

大蔵村肘折地区の県道崩落現場近くで説明を受ける渡辺ゆり子県議
現地聞き取りで「大型車が通行できなく困る」（住民）「従業員の給料に影響する」

（旅館店主）などの声がきかれました 対策は待ったなしです（4月26日）

き
っ
か
け
は
質
問

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、

３
月
12
日
の
予
算
特
別
委

員
会
で
「
自
治
体
と
し
て

加
害
者
の
東
京
電
力
に
賠

償
請
求
す
る
考
え
は
」

「
民
間
団
体
、
避
難
者
を

励
ま
す
こ
と
に
も
な
る
」

と
求
め
、
吉
村
美
栄
子
知

事
は
前
向
き
な
答
弁
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。

県
は
、
６
月
７
日
、
市

町
村
ら
と
と
も
に
原
発
事

故
の
対
策
に
要
し
た
経
費

を
、
東
京
電
力
㈱
に
損
害

賠
償
（
第
一
次
）
請
求
し

ま
し
た
。
総
額
７
億
円
余

り
で
す
。

吉
村
知
事
は
記
者
会
見

で
「
こ
の
経
費
は
県
民
負

担
と
す
べ
き
で
な
い
」

「
原
因
者
で
あ
る
東
京
電

力
に
賠
償
請
求
を
行
う
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

す
す
ま
な
い
損
害
賠
償

一
方
、
先
行
し
て
東
京

電
力
に
賠
償
請
求
を
行
っ

て
い
る
山
形
県
農
民
連
か

ら
は
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
賠

償
を
求
め
た
が
、
拒
否
さ

れ
た
」
と
不
満
の
声
が
上

が

り

ま

し

た

。

県

は

「
（
国
が
）
指
針
の
運
用

を
柔
軟
に
し
、
風
評
被
害

の
範
囲
を
広
げ
て
も
ら
う

よ
う
粘
り
強
く
要
望
し
て

い
く
」
と
返
答
。

６
月
23
日
、
県
は
山
形

市
・
米
沢
市
と
の
連
名
で

「
全
て
の
風
評
被
害
に
誠

意
を
持
っ
て
迅
速
に
対
応

す
る
よ
う
」
東
京
電
力
に

「
強
い
」
指
導
を
求
め
復

興
大
臣
に
要
望
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
は
、
県
内
の
農
林
水
産
業
・
観
光

産
業
な
ど
に
風
評
被
害
を
も
た
ら
し
、
県
民
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ
の
山

形
県
が
東
京
電
力
に
損
害
賠
償
を
求
め
て
動
き

出
し
ま
し
た
。

農産物検査体制の強化などを求める山形県農民連
（花烏賊会長） ６月７日、県庁

３
月
１
２
日
、
予
算
特
別
委
員
会
で
質
問
す
る
渡
辺
ゆ
り
子
県
議 渡

辺
ゆ
り
子
は
こ
う
考
え
ま
す

東
京
電
力
は
速
や
か
な
賠

償
に
応
じ
る
べ
き
で
す
。
ま

た
、
こ
れ
だ
け
の
被
害
・
影

響
を
も
た
ら
す
原
発
は
ゼ
ロ

に
す
べ
き
で
す
。



宮城県 127,628 東京都 9,447
福島県 100,096 新潟県 6,712
岩手県　42,774 茨城県 6,207
山形県 12,713 ・ ・

344,171

山形県の避難者は被災3県を除くと全国で最も多い

全国避難者の数

出典：7月11日「全国の避難者の数」（復興庁）

合計

    男 女 別 平 均 1 日 あ た り の 所 要 時 間 (分 ）    

5 6 0 . 3

4 4 . 4

8 1 . 8

5 3 . 3
1 3 5 . 1

2 0 5 . 2

2 9 9 . 6

4 7 2 . 5

介 護

育 児

家 事

仕 事

女 性
男 性

男女共同参画推進計画･条例制定状況

計画策定 条例制定
県内市町村 48.60% 5.70%
全国 65.90% 28.60%

山
形
県
の
子
育
て
期(

25
〜
49

歳)

の
女
性
の
労
働
力
率
（
※
）

は
、
全
国
ト
ッ
プ
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
未
だ
に
「
会
社
に
産

休
を
申
請
し
た
が
『
例
が
な
い
』

と
断
ら
れ
た
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
が
「
家
事
」
な

ど
で
つ
い
や
す
時
間
は
、
男
性

の
２
〜
４
倍
以
上
に
な
っ
て
い

ま
す
。(

下
表)

※(

就
業
者+

失
業
者)

／
人
口

渡辺ゆり子県議（本会議）

職
場
、
子
育
て
、
地
域
、
家

庭
環
境
で
男
女
共
同
参
画
の
視

点
か
ら
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
男
女
共
同
参
画
推

進
の
土
台
と
な
る
県
内
の
市
町

村
計
画
の
策
定
率
は
、
全
国
よ

り
遅
れ
て
い
ま
す
。(

左
参
照)

渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
７
月

２
日
の
厚
生
環
境
常
任
委
員
会

で
「
市
町
村
計
画
の
策
定
状
況
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

高
橋
雅
史
男
女
共
同
参
画
課

長
は
「
４
月
１
日
現
在
で
17
市

町
村
、
全
国
的
に
は
低
い
」
と

答
弁
。

渡
辺
県
議
は
「
計
画
は
あ
ら

ゆ
る
場
の
土
台
。
県
が
市
町
村

を
支
援
し
て
、
策
定
率
を
せ
め

て
全
国
平
均
ま
で
追
い
つ
い
て

ほ
し
い
」
と
迫
り
ま
し
た
。

なんでも相談会実行委が避難者相談会結果を踏まえ県に要
請 右端は要請を聞く渡辺県議（７月４日）

原
発
事
故
が
発
生
し
て
、

１
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

県
内
に
は
１
万
２
０
０
０
人

を
超
え
る
福
島
県
か
ら
の
避

難
者
が
い
ま
す
。

６
月
、
な
ん
で
も
相
談
会

実
行
委
員
会(

５
月
19
日
開

催
・
外
塚
功
実
行
委
員
長)

は
、
民
間
借
り
上
げ
住
宅
の

住
み
替
え
に
つ
い
て
要
望
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

避
難
者
の
声
と
し
て
「
こ

ん
な
に
長
引
く
と
は
思
わ
な

か
っ
た
」
「
す
ぐ
に
帰
ら
れ

る
と
思
っ
て
い
た
」
「
当
時
、

物
件
を
選
ん
で
い
る
余
裕
は

な
か
っ
た
」
「
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
」
「
隣
の
部
屋
の
人

が
お
金
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
来

る
」
な
ど
理
由
は
様
々
で
す
。

７
月
４
日
、
渡
辺
県
議
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
危
機
管
理
対
策

特
別
委
員
会
で
「
住
み
替
え
要

望
は
ど
の
位
来
て
い
る
か
」
と

質
問
。
佐
藤
仁
喜
弥
・
復
興
支

援
室
長
は
「
問
い
合
せ
を
含
め

50
件
ほ
ど
来
て
い
る
」
と
答
弁
。

渡
辺
県
議
は
「
『
原
子
力
に

よ
る
子
ど
も
被
災
者
支
援
法
』

の
活
用
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
違

う
対
応
が
必
要
」
と
主
張
。

同
日
、
な
ん
で
も
相
談
会
実

行
委
員
会
は
、
相
談
結
果
を
踏

ま
え
た
要
望
を
県
に
行
い
ま
し

た
が
、
県
は
「
内
容
は
福
島
県

に
伝
え
、
国
に
関
係
す
る
も
の

は
国
に
要
請
し
た
い
」
と
答
え

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

他
に
、
渡
辺
県
議
は
同
委
員

会
で｢

避
難
児
童
の
就
学
援
助｣

に
関
し
、
支
出
が
多
い
二
重
生

活
へ
の
配
慮
も
訴
え
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
に
「
最
上

小
国
川
ダ
ム
建
設
事
業
仮
排
水

ト
ン
ネ
ル
工
事
請
負
契
約
、
限

度
額
３
億
５
０
０
０
万
円
」
の

「
債
務
負
担
行
為
補
正
」
が
組

み
込
ま
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

ダ
ム
本
体
工
事
を
行
う
た
め
に
、

川
を
迂
回
さ
せ
る
工
事
で
す
。

県
は
川
の
中
で
行
う
工
事
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
小
国
川
漁
協
の

同
意
は
お
ろ
か
、
話
し
合
い
す

ら
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
ダ
ム
建
設
担
当
部

局
の
姿
勢
は
、
県
民
と
の
対
話

を
大
切
に
し
て
き
た
吉
村
知
事

の
方
針
に
反
す
る
も
の
で
す
。

治
水
対
策
と
し
て
も
不
適
切
な
、

最
上
小
国
川
ダ
ム
建
設
予
算
の

凍
結
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

米
軍
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
を

８
月
中
に
沖
縄
普
天
間
基
地

に
配
備
し
、
10
月
か
ら
運
用

を
開
始
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
開
発
段
階

か
ら
墜
落
事
故
を
繰
り
返
し
、

今
年
に
入
り
モ
ロ
ッ
コ
や
フ

ロ
リ
ダ
で
事
故
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。

県
上
空
に
訓
練
ル
ー
ト

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
の
「
環

境
レ
ビ
ュ
ー
報
告
書
」
で
、

オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
ル
ー
ト
に

山
形
県
上
空
が
含
ま
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

７
月
２
日
、
渡
辺
県
議
は
、

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
で
、

「
予
告
な
し
の
低
空
飛
行
訓

練
は
、
県
の
防
災
ヘ
リ
や
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
に
支
障

は
な
い
の
か
」
「
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
、
低
空
飛
行
訓
練

を
や
め
る
よ
う
、
県
と
し
て

も
姿
勢
を
示
す
べ
き
だ
」
と

質
問
。
須
藤
勇
司･

危
機
管
理

課
長
は
「
外
交･

防
衛
は
国
の

専
権
事
項
。
情
報
収
集
に
つ

と
め
て
い
く
」
と
の
答
弁
。

渡
辺
県
議
は
「
決
ま
っ
て
か

ら
で
は
遅
い
。
県
民
生
活
を

守
る
立
場
で
、
対
応
す
べ
き
」

と
追
求
し
ま
し
た
。

全
国
で
は
、
配
備
先
と
な

る
沖
縄
県
・
山
口
県
を
は
じ

め
、
低
空
飛
行
訓
練
ル
ー
ト

直
下
の
県
な
ど
か
ら
中
止
や

慎
重
な
対
応
を
求
め
る
声
が

あ
が
り
、
７
月
19
日
、
全
国

知
事
会
は
「
Ｍ
Ｖ
‐
22
オ
ス

プ
レ
イ
の
配
備
及
び
飛
行
訓

練
に
関
す
る
緊
急
決
議
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
出
来
な
い

７
月
23
日
、
定
例
の
記
者

会
見
で
吉
村
知
事
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
国
内
飛
行
訓
練
に

つ
い
て
「
十
分
な
説
明
が
な

い
現
状
で
は
、
本
県
と
し
て

飛
行
訓
練
を
受
け
入
れ
出
来

な
い
」
と
反
対
を
明
言
。
ま

た
「
飛
行
訓
練
が
予
告
な
し

に
行
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

防
災
ヘ
リ
と
か
の
活
動
が
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
」
と
懸

念
を
表
明
し
ま
し
た
。

高
知
県
で
は
、
去
年
11
月

29
日
、
消
防
防
災
ヘ
リ
訓
練

と
同
時
間
帯
に
低
空
飛
行
す

る
戦
闘
機
３
機
が
目
撃
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
１
月
、
低
空

飛
行
訓
練
中
止
を
政
府
要
請

す
る
事
態
に
至
っ
て
い
ま
す
。

オスプレイ配備・低空飛行訓練中止を（７月24日）

「最上小国川の清流を守る会」が「最上小国川ダ

ム」計画を見直し、ダムによらない治水対策を求

める署名を県に提出 ６月２９日

出典:2011年県男女共同参画白書


